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はじめに ウィスコンシン大学は,ウィスコンシン州 立 の機 関

isond(

筆者は1


技術庁宇宙開発関係在外研究員として,アメリカ合衆国 題に書いた様にウィスコンシン大学 システムと呼ばれて


UW-Ma )に


9
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 年 8月まで10カ月間,科学年11月から1
08
9
 で,日本の大学より広い範囲の活動を行なってお り,標

いる｡本部はマジソンのキャンパスウィスコンシン大学の宇宙科学技術研究所 eSicSpac( -

7
i'boertN.0Nel氏,州内2のキャン


万人余の学生を有する総合大 学 で あ る (第 1
5


eadE nee gC )に滞在する戟会を得た｡ あって,学長は R


本稿はその帰国後の報告書に加筆修正を行なったもので パスに1


ある｡かなり長い原稿となったので 2回に分けて掲載す 図)｡
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ることとした｡次号の内容は McDASシステムの No

即ち, 気象観測デ-タの客観解析等の処理と画 数 4万人余 (学部約 3万,大学院約 1万, 1 9年 秋 現

平方 で,市内中心部2 の主な建物

I 本部のあるマジソンキャンパスが最も大きく,総学生-w

ingtcas

荏),面積約 km面への表示などの機能,および米国における気象災害に

5
から成っている｡学部には 12の専攻 コースがある｡通

常の大学の組織の他にラジオ局,テレビ局,銀行などを

対する心構えと報道についてなどの予定である｡

なお,11ページに略語表を示 したので読む上での参

考にして頂きたい｡ 有 してお り,システムと呼ばれる所以である｡テレビ局 
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ウィスコンシン大学とマジソン 日本の教育テレビにあたる PBS ( cB

m)のネットワークのひとつとなっている｡ 

TV は 60マイル半径をサービスエ リアとして,

tysemiscons
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1.2 マジソン
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(

マジソンほウィスコンシン州の首都で人口は1万 3千

人,静かな大学の 街 で あ る｡市内には 3つの大きな湖 

(メンドタ湖,モノナ湖,ウィングラ湖)があ り冬期間

は凍結するが,夏は水泳やヨットなどでにぎわ う｡気候

は内陸的で 1日の気温差,年間の気温の差は大きく,冬

5-8月02
-
 ℃になることもあるが,夏は最高気温が 

5
くらい)は3℃を越えることもある｡第 2図にマジソン

と東京の月平均最高最低気温のグラフを示す｡夏の気温

0は東京とさほど変らないのに,冬は1℃以上低 くなって

いる｡

治安の万は,米国の他の大都市と異なり殺人事件など

もほとんどなく夜間も比較的安心 して外出できる｡冬期

問の寒さを除けば非常に住み易い街である.第 3図に上

空から見たマジソンの写真を示す｡ 

2.
 宇宙科学技術研究所 

第 1図 ウィスコンシン大学キャンパス配置図｡ ' 筆者が 10カ月間お世話になった dnicencSpac


S
S( EC)

eS ea

1


印は少なくとも4年生まで学生の居るキャン

, 2年のみ｡パス, ○印は 

SSteneirnE ingnee gC r( EC)は, ウィスコンシン大学

に所属 してお り,その研究予算の大部分が国の補助金と 
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ト10NTHLYMEANTEMP.0｢DAILYEXTREMES

第 2図 マジソンと東京の月平均最高 (最低)気温｡

なお 日々の最高 (最低)気温の酎直は下の様

になっている｡

匝 値 最 同 J 最 低l

て ジ ソ ン 389(JC) - 8.3こ. ' 3 (C) 

38.4 - 9.2東 京 

第 3図 上空から見たてジソン (市販の絵はがきによる)o 中央やや後九 屋上にノ､ラゲラ7ンテ

ナのあるのか第4回に示 Lた SpaceSclenCeの建物 O この建物 と左上に見えるメソドタ湖の

問一帯がウィスコソシ/大学の L---ヤ/-スO右上はモノナ‡凪 T一筋は人字のフットナ-ノL場

でその向 う側は体育捕, ラ/トー,レ公園で,いずjtもj与のキ 十/.スに合まjtてし､yi/: ､ ,0

国との契紬 こよるもので, 告 辞 卜芋に関する広い範周の ること,

仕事を している｡SSECの機能は, 同研究所発行のパ / の 3つである｡ 

フレットによると SSEC は 16階建の Space Science and Meteorology

① 宇宙科学 と技術こおいてい くつかの学問分野にま ヒルデ ィング (第 4回)の 十Lの主 と Lて丁の 7つの階

たがる研究 プロクラムの指導を行なうこと, を使用 している｡ この ビルデ ィ /クに1969年に国の科学

(∋ 技術 ,宇宙実験および宇宙科学 プログラムのすべ 基金 , NASA および ウィスコソシ /州の財政援助によ

ての側面における学生の トレーニングを行な うのに り, ｢人類の 自然環境の理解 と, Ju tをノ､類の利益のた 

必要な管理上,財政上および設備上の援助をするこ Ltjに使用すること｣を 目標に建設 された ものであるOこ

と, の ビノLには SSECの他に米国最大の気象学部 ,環境研究

③ 大学の宇宙関連 プログラムの結果の普及を援助す 所 ,気候研究センター, ウィスコンシン州の気候学者の 
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第 4図 SSEC のある SpaceScienceand Meteo-

rologyBullding.屋上の 2つの /ミラボラ7ン

テナが GOES衛星画像データ受信用｡手前

は薄 く雪の償ったランドー′レ公開 (第 3回の

写真参照)で南北戦争のとき,兵｢壕の駅 とん

地 となった所 ｡1980年 3日10E相識三｡

研先王および NESSの研究所がある｡ 二十Lらの研究所

の問で多くの共同フログラムが美行さ,L二いる｡H

2.1 SSECの組織と運営 

SSECは筆者の日から見てきわJT:ユニ-クな組織で

あると思 う｡第 1は,気象衛星間尿の研究で調査の結黒 

SSEC ORGANtZATION (っnd OPERATION CHART

第 5図 SSECの組織図 (同研究所発行の/､ンフレ

ットより)｡

が, 現業である NESSの業務によく反映されていると

いうことである｡第 2は,研究棟関であ りながら FGGE 

,f問における熱帯地方の 衛星風 (2個の 米国の GOESlJJ

衛星による)の算出, ソ連の静止衛星のピンチヒッター 

GOES-IndianOceanによる衛星風の算出,さらに日本

の ｢ひまわ り｣の画像による太平洋上の追加衛星風デ -

タの算出など,NESS,ESAそ して我/<気象衛星センタ 

- (MSC)顔負けの現業的運用により国際協力ニいち早

く対応する宗早さである｡ 

SSECの組織は,紹介用のパンフレットによると第 5

図の様になっている｡ スポンサーは NESS,NASA な

どで,契約に基づいてプログラムてネージャー(PM)を

中心にして調査や研究を行ない何らかの成果を得て報告

書が作成され,またスポンサーに還元される｡同 じ建物

にある'ほ 学部では学生 の教育や,実相 二よらない基i -

礎的研究がその大きな部分を占めているのに 反 し, SS 

ECはスポンサー付きが大部分である｡ その様子を1979

午-80 ,0 'L 約2年会計年度で見ると総予算 100万 1/)余 ( 2

億円)のうち 

510万 ドル :NSF,NOAA,NASA とL'つ美宗㌦二よる

金 

67-68 68-69 69170 70-7L 7l一丁2 72-73 73-74 74-75 75-76 76177 77-78 78-79 

Fisc(】1 YeQr

第 6図 SSEC創立 (1967)以来の職員等の人数の推移 (同研究所発行のパンフレットより)｡ 
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6万 トノン:ウィスコンシン大学から支払われる所長

スオ ミ教授 と-都職員の給料 

450万 ドル :国からの補 助 金 (契約によらない研究

費,給料その他) 

50万 ト､ノL:カリフォルニ7州その他との契約による

金


となっている｡SSECでの開発結果がす ぐに現業に生か


されるのは特別の目的の契約によるからに他ならないこ


とがわかる｡ この SSECで働いている職員は全部で200


人足らずで1969年創立時の35名から大幅に増加 してきて


いる (第 6回)｡
 

SSECの成立以来 10余年,ここでの研究のかな りの部

分が,対話型画像処理 システム McIDAS(Man-Computer 

InteractiveDataAccessSystem)とともに行なわれて

きた｡McIDASについては,あとで詳 しく紹介するが,

上述 した様に契約の金でグレー ドアップがくり返されて

きた｡SSECの次長のボブ ･フォックス氏によると,契

約が 1年から長い場合でも 4-5年単位で行なわれるた

めに,10年計画 といった長期計画をたてることができな

いのが大きな問題である｡研究体制については,様々な

契約について,プロジェクトてネージャーを中心に研究

者,技術者,プログラマーなどがチームを作って行なっ

てお り,それぞれの担当者が意見を交換 しながら行なっ

ているの:ま普通の大学 と大 きな相違はないように見受け

られた｡しか し,時によって研究者間,技術者問の結び

つきが弱 く何かバラバラである印象があったので,フォ

ックス氏にたずねて見た｡彼はやは りこのことについて

問題であって着任 (1979年 12月)以来,組織の整備,特

に Chiefprogrammerといった制度を作 りたいと思って

いるが末だ果 していないと筆者に語 って くれた｡ この様

な中で, McIDASのオペ レータの組.織がきちんとした

形を石 している唯一のものであると彼は言 う｡そこで書

いて くれた絶範囲が第 7図の様なものである｡ この図の

右半分 ｢McIDASのオペ レータ｣ については筆者の目

から見てもチーフの J.T.Young氏を中心によく組織

化されているのがわかった｡

第 7図 McIDASの技術者の組織 (SSEC次長のボ

フ ･フォックス氏による)｡ 

McIDAS に関係する広範な技術者, 研究者間の意見

の交換や運営上の報告事項の伝達説明のため毎週月曜 日

朝 9時30分から McIDAS ミーティングが開かれる｡∫. 

T.Young氏が司会を行ない, システムの保守 日程,プ

ログラムの グレー ドアップの予定など計算機側からの報

告や,利用者側の希望やプログラムのエラーの指摘など

が行なわれる｡た とえば対話型 ター ミナルから打込んだ

あるコマンドがマニュアルどお り働かなかったとか,こ

の様な機能が必要だとか様々な意見が出される｡あると

きユーザーズガイ ドブックの必要性が問題になった.現

在のシステムが少 しずつ グレー ドアップして作られた経

過から, コマンドのら列であるマニュアルは初めて Mc 

IDASター ミナルを使 う者にとっては余 り役 に 立 た な

い｡201個のコマンド (1980年 4月 1日現在, なおマニ

ュアルに掲載されていないコマンドもこの他 数 多 くあ

る)を17の項 目に分煩 した上で単に ABC順に並べてあ

るので,ある一連の仕事を したいと思ってもその手順を

知ることはできない｡筆者 自身,最初にオベ レーショ-/

の練習を した時は,JT の愛称で呼ばれる J.T.Young

氏が自ら手をとって教えては くれたが,確かめる書校 も

なくその手順の複雑 さに苦をあげた｡ さて McIDAS ミ

ーテ ィングの討論であるが,ユーザーズガイ ドの必要性

はすべての人の認めるところではあった｡新人が来る度

に徒弟制度で教える無駄を打破すべきであることに異論

は無いが,行きつ くところ ｢人｣と ｢時間｣の問題であ

った｡ユーザーズガイ ドを書ける人は一部に限られてお

り,かな り膨大な仕事で結局は討論だけで終って しまっ

た｡ついぞそれ以来このことについての討論はきかれな

かったが,また今頃は同 じ討論をくり返 しているか もし

れない｡ 

2.2 SSECの主なプログラム 

SSECで最近行なわれている主なプログラムは以下の

様なものがあ り,広範な研究者が集ってきている様子が

よくわかる｡ この節の記述の大部分は,SSEC発行のパ

ンフレットから引用 した｡ 

① 金星探査 ロケット塔載用の放射収支計の開発｡既

に放射収支計からの良好なデータが得られ解析などを続

行中である｡ 

② VAS (VISSR AtmosphericSounder)の機器の

設計 ･開発｡ VASの探測機は可視チャネルと12の赤外

チャネルを持った VISSR型の放射計で あ る｡これ は 

1981年打上げの静止気象衛星に堵載される｡これらのデ

ータから,大気の鉛直温度分布 と湿度分布を算出するこ

とができる｡静止衛星なので,同 じ部分を繰返 し観測す

ることにより,温度 と湿度の変化率を決定することがで 
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きる｡ この情事針三,雷 ･トルネ- ド･砂 じんあらしのよ

うな短時間気象現象の原囚となる不安定性 とェネルギー

交換のバク-ンを説明す る助けになる｡ SSEC は NA-

SA-NESS-SSEC チームをまとめて,VASの可能性を

具体化す る技術とデータ処理 システムの開発を行な う責

任を持っている｡ 

67 FistCARP Gloa xeri n), FGGE ( r blE p met. 

SSECでは雲移動量を測定する対話型 システム (W IND 

CO)を開発 したので, NOAA 等か ら主として FGGE

期間中の決の風ベ クトルを算出す ることを要請 され,そ

れ らの処理を行なった｡ 

(a) 2つの GOES衛星から熱帯の海洋上の風｡ 1日

に 1,000個の風が算出された｡ 

() ソビエ トの静止衛星が FGGE 期間に間に合わなb

か ったたJも 予備の GOES衛星をィ./ド洋上に移

動 させた｡ この衛星は ESA が運用 し,スペインで

取得された画像データは MTに格納され,SSECに

空輸 された後, 1日 2回分の風べ クト′しの算出を行

なった｡ 

() 日本の静止気象衛星 GMSからの風のデータ密度C

を増すため,FGGEの SOP期間 (新田等,1979参

照)について, 1日 2回の風ベ クトルの算出を行な

った｡ 

④ SpaceTelescopeHighSpeedPhotometer.1978


年 3月にこの photometerの設計をは じめた｡ これは,


ひ じょうに短い時間で急速に変化するものを正確に観測


す ることができる｡既存の測定器では観測不能であった


紫外部の放射を観測できる｡可視部では,地球から観測


できないわずかの光を高精度で観測できる｡1983年の終


りに, この測定器を積んだ衛星が打上げられ る予定であ

る｡ 

⑤ DMSP (Defence MeteorologicalSatellitePro-

gram)Library.1973年か ら NOAA の環境データおよ

び情報サ-ビスの一環 として DMSP の写真の保存を行

なっている｡DMSP衛星は,地上 830km の太陽同期軌

道に載 っている｡可視赤外 とも2.7kmの解像力で,一部

の画像は600mの解像力を持 っている｡DMSPライブラ

リは,オ リジナルのフィルムを貸出 し,またプリン トし

た ものを原価で提供す る｡ 

⑥ 熱帯以外の気象現象の診断 と数値モデ リングの研

究｡い くつかの総観規模 とメソスケールの気象システム

の力学についての研究が行なわ れ て い る｡ 現在は Mc 

IDASで使える気象データと衛星データを結び付けて短

時間 (0- 6時間)の予報の改善についての研究が進ん

でいる｡また深い対流とスコールラインの力学 も対象 と

なってお E).事例解析 と数値モデル実験が行なわれてい

-

る｡ 

⑦ 静止衛星画像からの降雨量の推定｡一連の可視 と

赤外の画像から対流性降雨の量を推定す る技術が開発 さ

れた｡ この技術は,降雨量,積乱雲域の面積,雲域面積

の変化の間の経験的関係に基づいている｡ この推定法は

孤立 した雷雲 (秤)くらいの大 きさのスケールでひ じょう

に有効であることがわかった｡ 

⑧ OSO喪iこX線実験｡1975年に打ち上げられた OSO 

-1衛星に 塔載された 低エネルギーX線を検出し測定す

るシステムを設計 した｡ 

⑨ McIDAS,SSEC の中心 とも言 うべ き対話型画像

処理用 システムである｡次節以下に詳細 こ述べる｡ 

3. 対話型画像処理 システム (McIDAS) 

McIDASは, ここ SSECのほとんどすべての調査や

研究の中心になっている｡ この章では, McIDASの厩

念か らは じまってその機能や出力例など に つ い て述べ

る｡ McIDAS システム全般については 

を参照 されたい｡ 

3.1 McIDASの概念 

Smith (1975)


SSEC の所長であ り, 気象学都の教授で もあ る Dr, 

VernerE.Suomiは ｢McIDASは単に道具であって何

の予報 (forecasts)もしない し, どんな知識 (wisdom)

を も与えない｡ しか しながら,非常に強力な 道 具 で あ

る｣ と述べて, McIDASを大気研究に利用する側がこ

の道具を使いこなす ことが大 切であることを,大気研究

のための ビデオ表示に関す るワークショップ*で強調 し

ている｡ さらに ｢McIDASの主な目的は第 8図に示す

様に小 さな情報密度 しかない大量のデータを処理 して大

きな情報密度を持 った小量のデータを得ること｣ と定義

している｡利用者に対 しては ｢McIDAS とは真に何で

あろ うか, とい うことは誤解 されやすい｡第 9図に示す

様に,-- ドウェアとソフ トウェアは,それぞれ海に浮

かぶ船 と氷山にた とえられる｡前者は よく見えるが,後

者は利用者の大部分にはよく見えない｡ もし計算機を利

用する著が-- ドゥェ7とともに動いて, ソフ トウェ7

を無視す るならば,彼は簡単に -- ドゥェ7の船を沈め

て しま うことになるであ ろ う｣, と特に システムソフ ト

ウェアのことを常に念頭においてある部分まで (もちろ

辛 "Interactivevideodisplaysforatmosphericstudies,"

Proceedingsof a workshop at the University of 

W isconsin-Madison,14-16June,1977,Sponsoredby 

NationalScience Foundation.以下, これからの引用

である｡ 
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第 8図 McIDAS の目的 (前頁の脚注に示 したワ 第 9図 McIDASとたとえ(前貢の脚注に示 したワ

ークショップの講演議事録による)｡ -クショップの講演議事録による)I

taerOp I
ヽヽ ′ 

′

ー ～ - 1 --__一一-一一一 一一

iF 

第1咽 McIDASシステム○後は 7台の CPU (左から 5台目はインターフェースで,写真では 5

台半の CPUが写っている)○ そのす ぐ手前が TVスクリーンで各ター ミナルのモニタ さ｡

らにその手前が 7台の CRTでそれぞれ7台のコンピュータのオペ レータコンソールとなっ

ている｡

んブラックボックスの部分の方が多いであろう)は理解 J-/z型 コンビュ-タから成っている｡コンビュ-,iiは6階

していないと利用 しきれないことを警告している｡いわ にある｡第 10図,第 11図にその写真を示す｡第12図は -

ゆる ｢システム星｣と ｢気象屋｣が両側から接近 してい - ドゥェ7の構成図である｡7台のコンビュ-タはそれ

くことが必要であることを強調 していると筆者は理解 し ぞれ固有の名前 (DAD,MOM,REX なと)を持ってい

ている｡ 
る｡DAD と MOM は agastaD aB eMan

と言われ, リ7ルタイムの気象デ -タ,衛星画像データ,

3･2 MCIIASのハ- ドゥェ7構成 その他の多量のデ-タの-ンドリングを行なう CPUで: )

McIDASは 7台の64K ワー ドの HARRISとい う中 あって,このシステムの中心 となっているものである｡ 
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第 13図 McIDAS計算機室の向い648号室にある McIDASタ- ミナル｡左側が文字表示のための 

CRT,中L)- 'iに TV 型表示器, その手前に 2佃のジ ョ1スティックが見える｡右側は ビデオ

テープレコーダ,中央上部はテ レビで通常は使われていない｡右手前 (コ-ヒ一茶わんの後)

は McIDASオペ レータとの通信用イ ンターホーン｡

これ らの CPU の下に ApplicationsProcessor(A/P)

と呼ばれる 5つの CPUがあ り, それぞれ REX,ABE, 

KEN,SUE,LIZ とい う 名前が付いている｡ さしずめ 

McIDAS一家は 両親 と 3男 21Lとい )̀ところであろ う

が,名付け親はチーフオペ レータの DeeCavallo (第11

図の写真に写っている)だそ うでアメリカ的--モ7な

のであろ う｡ これ らの 7つの CPU 問は BurnLinery

呼ばれる高速通信回線て結ばれてお り.それを通 じて コ

マン ドPデータの受渡 しが行なわれる｡図の下方は対話

型 タ- ミナル (第13図)で,それぞれ カラービデオ装置 

(TV型表示器),CRTおよびラインプ リンタから成 っ

てお り211等は設置されている部屋の番号である｡｢K.C. 

SFSS｣は数 100km かなたのカンサスシテ ィーに あ る 

NOAA の Severe W eather Forecasting Centerの 

SatelliteFieldSer1,iceStation (SFSS)に 1980年 3月

に設置 された ター ミナルである｡ VAS システムの一部

であるが近い内に SFSSで独 自のアンテナ,CPU など

を持 って処理が行なわれるようになるが,今は電話回線

を使 って, McIDASにアクセスして い る｡既に3シフ

トの現業体制でGOES衛星の画像によ り, トノしネ- ド･

台風などの予報に活躍 している｡ 

3.3 McIDASにおけるデータの取得 

IDASに入力できるデータは,静止気象衛星 (GO 

ES)か

Mc

らの画像データ,軌道衛星 TIROS-N と NOAA

か らの放射データ,テ レタイフ回線 (WB604)からの地

上および高層気象観測テ一 夕などの リ7ルタイムのデー

タや,保存されているこれ らのデ- タ で あ る｡ 2個の 

GOES衛星の画像データは.SSECの屋上に設置されて

いる 2個のパラボラ7ンテナ (第14回)により30分毎に

取得されてお り,MOM の画像デ-タエ リ7 (DP)に記

録 さ′江る｡同時に磁気チーフに保 存 さ′れ る｡保存には 

Sonyの Slanttrackビデオテープレコーダが用いられ , 

1本のテープにオ リジナル解像力の可視,赤外全球画像

が各10枚計20枚格納できる｡MOMには リアルタイム利

用のため格納さ′れる｡最新の 2枚のオ リジナ ′し解像力の

画像と,過去 8時間の全球画像 (2mileresolution,た

て横 とも可視画像で 4画素毎に 1画素をサ ンプ リングし

た もの)である.｡こ, /わらのデータはいずれのクー ミナ,i

からもアクセス可能である｡

気象報データは,当日を含轟 過去 4日分のデ -タが格

納 されている｡ それ以前のテ -タも MT に保存 されて

お り,利用者の要請に より McIDASに再格納される｡ 
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第 14図 SSEC 屋上に設置 されている GOES衛星

用 アンテナ｡手前が GOES-W est,向 う側が 

GOES-East用で,それぞれ 140oW と 75〇117

の赤道上の衛星の画像の受伝を行なっている｡ 

3.4 McIDASの操作とター ミナル

前項 でも述べた様に, McIDASはい くつかの ター ミ

ナルを持 ってお り,ユーザーは通常 これ らのター ミナル

の うちのひ とつを使用す る｡第 13回に示 した写真は,筆

者がいつ も利用 していた 648号'七二二あるター ミナルであ

る｡他のター ミナルも同様の ものであって,ゴニーヤラクタ

デ ィスプレイである CR .lJ l-ボー ドT とそれに什JLiす る :--

お よび ヒデオ表示器 (TV ス クリ-/) と 2つの ジョイ

スティックか り 成っているo 

McIDASメ一 三ナノンを使用l甘始す る場 合鳥 McIDAS

: ): _ (L ータ)をこあらか L L)iii,7言 吊 プロジェク ト番号 lシ

打込むo使/r] :きほ▼▼サイ/を打込 む. 5l終了の i S ｡ また1

分間キー,Irt 情に絡7となるので汀T作を しない場 合は自動

あらたいbて -/ロシュク ト番LJを打 ′止まなけノ巨 ,よな ら な

い｡ 

McIDAS メ← ミナ ′Lで使用す る鉦話型 命令(コて /

ド)にこ三次の 3つ,J)形式の ものがある｡ 

① 1文字 命令 :/､ラメ-17 (オ- ラ/ド)はない｡

この命令/=単二その11字'Jjキーをタイプする の 左 で あ

る｡ 

② 2文字 命令 :0-8倍のパラメ-タが許され る｡ 

□ + Ejj 
(り (2) (3) (4)

第 15図 McIDASタ- ミナ′して使用 さ′巨るカ - ソ

ル｡それぞれに名前が付いてお り,(1)Box, 

(2 r hi, ()Bo t r hl, 4)Cossar 3 x wlhcossar () 

AlternateLineである｡ 5番目のものはまだ

マニュアルに掲載 されていな くて名前はわか

らない｡

コマ ン トの打ち方は, まず L/F(改行)キーを打 ち, コ

マ ン ドとパラメータをタイプした後 ,C/R (復帰 )を打

った時点で命令は CPU -送 られ る｡ 

③ 3文字命令 :基本的には 2文字命令 と 同 Lで あ

る｡ 

2文字 命令お よび 3文字命令において,8個を越える

パラノ-タが必要なときは 8個 目 (あるいはそれ以下)

の /､ラメ-タとして ▼CON▼を与え,あらためて同一の

命令に よ り続 きのパラメータを与えることができる｡キ

ーボー ドか ら打ち込まれた 2文 字 命 令 , 3文字命令は 

CRT Lに表示 され る｡ 

McIDASター ミナルの画面操作のための画面上 の 7

-クであるカ - ノルと,それを操作す る 2個の ンヨイス

テ ィック (第 1図の/j頁を見よ)が備えられている｡ カ3 'I

- ソ′レはス クリ- /との位置や領域を指定す るたLJ)t_に用

いら′巨るも の で あ っ て,第15凶に示す様な 5校類があ

る｡ 5番[1J ,jについては,追跡雲の特徴点に中心の,HtJ

ドットを持 ってい くのか ;,易であるため,風計主tのてこ; L

ュアノン (ノノクル ヒク:lし法 :S 7-追跡 r′ P汰, 口木U:MM1 

2法こあたる, l ) ∴ 7-- ∴ついては浜口,17'｣木C 17∴ 99:

浜田,1980参照のこと)に よく用 いられ るれ ユーザ-

ズてこュ7,Lには掲載 さ,L lc (90r: jj在)iてい /rい 18'Tさ lli ｡ 

Bo ) C ,,, し ジ ョxJ外側 )榔津 山山 -しULtこひろか っている ｡

イステ ィ ソ37.よ各タ- ミナノLに2個ずつある (JSlと JS 

2)o 舌ンi ) 1 上のあlイステ ィ ノクは その方向に よ ( -廿｣

る出出 直 (即 ちr, y2仙)を指定 したことこト｣様であ

る｡いろいろな命令 と結J､付いて 多 くの使鮎 i､か あ る

浴,津通 よく伎ノ享/ iu)二′ - てあ ,-r⊃汗て L j,T.l大の 3 ノ :l

l 匝血上rJ)位損の指定 :JSlに エー)-こTVス フリ-

/上 全血にわたってカ-ソ,Lが持動す る｡ S2し<J Sl, J LJ

に よって沃占' /し に小 さな龍 r巨こ 1亘 ,fた位打を中 心 ii -]-ソル

を移動 させ ることかてきるoJS2は徴調三祈った九 二使用

され る｡ 

:' 速霊力-ソノ 高1の時に⊥-ヒ-表示 と共に, ン:瓜日

用いられ る｡ ;( nuIで Slに よ りある一点 (追跡雲'ilLurT J
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第 1表 McIDASの使用料金 

ScheduleA(Maximum System Support) 

$39/1時間 

ScheduleB(MinimalSystem Support) 

$26/1時間 

ScheduleC(System unattended) $13/1時間 

A料金は ウィ-クテ - (刀-金)の7:30am～5: 

00pm に適用 され, B料金はそれ以外の時間に適用

される｡C料金は ター ミナルを使用 しない場合 (カ

ー ド入力)である｡なお,課金対象時間は,ジ ョブ

走行時間ではな く, メ- ミナノLか らプロジェクト番

号をjT込んでか ら ISIサ インを打込むまでの間,即

ちター ミナルを専有 している時間である｡

の位置)を指定する｡ 第2画面に変わると JS2の方向

と大 きさに対応 す る 速度でカーソルが移動 し, 第 3画

面になるとさらに同 じ速度でカーソル が 移 動 す る｡雲

の追跡に非常に 便利な椋能 で あ る｡V-modeと言われ

る｡ 

③ 位置 と方向の指定 :画面上に文字列を表示すると

きに,JSlで 1宇 目の位置,JS2で文字列の方向と文字

間隔の制御ができる｡

なお McIDAS ク- ミナルを使用するた裾 二は,使用

時間の予約を行なわなければならない｡毎週金曜 日が F

前 8時 までに翌週の使用希望時間を申込用紙 に 記 入 し

て, コソヒュ一夕オペ レータに提出す る｡同 日昼頃まで

に各人の使用時間が コンビュ-タ/L-ムに掲示 される｡ 

McIDASの使用につい て は,その時問に応 じて各 プ

ロジェクト番号に課金 される｡料金については 3種類あ

って 第 1表に示す様になっている｡,

3.5 McIDASにおける画像データの表示 

3.5.1 データファイル 

McIDASの基本的なデータファイルは次の 3種 類 で

あるO画像データの表示に直接関係があるのは第 1番目

に述べるLEj Zであるが後節での参考l像データファイルのci

のた靖他の 2つについて もここで記述する｡

〔1 rMAGES ｢ L3画像 I ):ここには 絵｣ がテ ィンク/ 

で格納ご上るo格納領域はエ リ7 (AREA)と呼はjLて

お り,苓 タ- ミナルに16個 C)エ リア,2個の DBM(DAD

と MOM)にはそれぞれ 999借の - 1)7が用意 されてい

る｡各タ- ミナノしのエ リ7には500ライン×672ェ レメノ

トの大きさの画像の格納ができる｡ 

C2I S ttto t es Y,DS (lainDaaSt):ある日畔, X, Z

における様々なデータを伍的するた裾 こ用意 さ21て い

る｡衛星凪のデータが代表的なもので, 目時,緯度,経

度で識別され Zはオプショ ンで あ る｡気象報データも 

SDSの一種である. このファイノLは各 ター ミナ ル に 99

個, 2つの DBM にそれぞれ999個用意 されている｡ 

③ 格子点データ (GRIDS):SDSに格納されている

生のデータに対 し客観解析 された格子点上のテ -タ等を

格納する｡各 ター ミナノLには99個,各 DBM にはそれ以

上の領域が用意されている (個数不明)｡

これ らのファイノLに格納されるデータは,各 ター ミナ

ルのものについては,そのター ミナル使用中にのみ使用

できる一時的なものである｡ DBM上のファイルは,大

部分が継続的に保存 されるもので,一部は毎日消去 され

る一時的な袖域 (cace ieSrthdfl)であるO 

3.5.2 画像データの取扱い

リ7ノ7タイムの GOES画像データは, MOM の画像-

ファイル (AREA)に格納されている｡ ター ミナル利用

者 (以下単にオペ レ-タとい う)は,そのター ミナルに

所属するエ リ7に必要な画像の吉に分を転送す る｡ タ- ミ

ナル使用開始時に常に行なわなけわはならない作業であ

る｡保有 されている画像デー タを使用した いときは,あ

らか じめ MTに申込用紙を添えて McIDASオペ レータ

に渡 してお くと, MOM あるいは DAD の空 きエ リア 

(Scratchedarea,毎 日消去 される) にあらか じめ格納

しておいて くれる｡ある程度持続的に使,F的 ~る時は別に

保存エ リアを割当てて もらえる｡ リアノしタイムの画像テ

ータも, MTから西格納された画像データも同等に使用

できる｡

なお,画像テ一夕の識別しつためのコー トを;'j52表,そ

の例であるエ リアのデ ィレクトリの出力例を第 3表に示

す ｡ 

3.5.3 TVスク リーンへの画像の表示 

TV スクリーン (ヒテ*表示器)に画像を表示す るた

めに,各 タ- ミナノLに7′ナFクの リフレ､ソシュメモ リ(フ

レ-ムと呼こよれている)を有 している｡その メモ リの数

は ,'1- ミナルによって異なるが,筆者がいつ も使用 して

いた クー ミナノLI648†:ヱ260枚分が用意 されてお l),その

枚分が一時的利用のたユ)うち40 Lの ものてあ り, 他の 220

枚分は持続的調査研究のため名ユ-サに割当 られ て い

る0260枚J)フレ-ムには番号が付いてお l),1-130と 

13-20ここそれぞれ対応サ るフレー∴問でjミ1 6 J裏の関係に

,0 Iあ E) ''キ-をおす ことによって 他方叫 hj'象に瞬時に

切 Jr:る '' .j- (0 は第3･4節で述べた 1文字命令てある) 

た とえ二二 一′レ-ム番 ri;一7が表示 さ′巨ているときに †0†キ

ーを,1. 3 )画像に切仕る｡ この払能は3寸 土17のフ レ-ムグ 

対応サ 7J2枚のフレ-ムに可視 と赤外の画像,あるいはL
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第 2表 McIDASにおける画像の識別コー ド 

I 画像の識別コー ドフォーマット 

sYYDDD HHMMSS'の形式による｡▼s

SS:S rSourcsoen eCode. 'が GMSの可視画像,12何の画像かを示す 2文字の数字で表わされる｡' 

3▼が赤外画像といった具合である｡ 

YYDDD:年と通算日,▼80

▼1

001▼は19 年 1月 1日,▼80032▼は1980年 2月 1口である｡80

HHMMSS:画像時刻 (時,分,秒) 

Ⅲ 画像J)一部を取扱 うときには次の 6つの追加情報が使われるo 

ILIN,IELE:画像の左上のライン･エレメント番号 

INCL ,INCELE:ライン,エレメントサンプリングレー トIN

NUML ,NUMELE:画像の大きさ (ライ-/敬,エレメント数)IN

第 3表 McIDASター ミナルにおけるエ リアディレクトリの出力例 

r
J

ZHR
LS

T
E

C
E

E
R

GF H 
BHH

l 1278344 223300 13 1 4 1 2510 33ム0 80031 17505ム 
1 1278344 230300 13 1 1 4 251033ム0 80031 194110 
1 1278344 233300 13 1 4 4 2510 3360 800312引 131 
1 1378344 223300 13 1 4 4 2510 33占0 80031 175057 
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1 1278314 103300 13 1 4 4 2510 33ム0 80030 212806 
1 1278344 110300 13 1 4 4 2510 33ム0 80031 160524 
1 1278344日3300 13 1 4 4 2510 33ム0 80031 1朗 320 
1 1378344 103300 13 1 4 1 2510 33dO BOO30 21280ム 
1 1378344 110300 13 1 1 4 2510 33占0 800311d
1 1378344 113300 13 1 I I 2510 33占0 80031 1山 321 
1 1278345 103300 13 1 4 4 2510 33占0 80032 135703 

O525 

1 1278345 110300 13 1 1 4 251033ム0 80032 142111 
1 1278315 233300 13 1 I I 2510 3360 80032 145112 
1 1378345 103300 13 1 4 4 25103360 80032 13570ム 
1 1378345 110300 13 1 4 4 251033占0 80032 151124
1 1378345 233300 13 1 4 4 2510 33占0 80032 145413 
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rq
T一

1｣80 け 

｢DAD｣に属するエ リアの, 下側はコンピュータ ｢ABE｣ 

0 32 2002 

!鉦 よデ-タべ 7,マネンヤ-

するタ- ミナノし23のエ リ7のディレク トリリストO

-_

l/r.二■J

Å :エ リア番号 

SSYYDDD,HHMMSS:第 2表による 

LCOR,ECOR:格納されている画像の右上のライン番号とエレメント番号o 

RES:画像のラインエ レメントサンプリング妥 (可視画像細 仁)｡ 

IZS E:画像の大きさ (ライン数,エ レメント数)｡ 

JlCREATED二二のエ リ7にデータが創生された午∴ 通算],時,//,秒 (GMT)O 
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部分画像と全球画像を格納 しておき,他方を参照 しなが

ら作業を行な う様なとき非常に便利である｡

時間的に連続する何校かの画像を一連の番号のフレー

ムに格納すれば,ループム-ど-として見 ることができ

る｡ル -70ム-ビーのひ とつのフレ-ムの表示時間は, 

1/15秒を単位としてオペ レータが与えることができる｡

第 1フレームの表示時間は,第 2フレーム以後 とは別に

与えることができる｡ループのは じめ と終 り (ル-プ境

罪)は 'LB'命令によ り与えることができるが, これは

対応す るフレームでも有効である｡ フレーム番号 3-7で

ル-プしているとき ▼0▼キーをおす と 133-137でルーフ

す るようになる｡ム-ビーの機能は,単にパターンの変

化が識別できるとい うたけでなく,上層雲 と下層雲が重

なっているときに識別を容鋸 こす る等非常に有用で風計

算に用いられる他にも,多 くの研究者や気象学部の教育

用に用いられている｡ 

3.6 風計算システム (WINDCO) 

WINDCO は McIDASの風計算 システムの名前であ

る｡ このシステムの第 1の 目的は,ある時間 々隔の 2枚

あるいはそれ以上の静止気象衛星画像から,雲の移動量

を測定 し,その結果を表示 し格納す ることである｡ さら

に赤外画像デ-タか ら雲の高度の計算を行な うこと,罪

出ベ ク トルについてその良否を自動的に判断する品質管

理を行な うこと,いろいろな形でべ ク ト)Lを表示す るこ

と.表示画面やベ クトル伍などをオ- レ-タが見ながら

個々のベ クトルの評価を行な うこと,などの政能を有 し

ている｡

追跡のた捌 ′こ2つのマ ッチングの-)]一法を有 している｡ 

SP法 Snl ie t_o)と L ((igepxlme-d P法l 相互相関法に

よるマ ッチ ノダ計算を/lfなうもの)の 2通 りで,前者は 

E] Ll M-1法本の MM-2法 と｢jじものてあ り, 後者は MI

と類似 した方法である｡ SP法で まTV 画面J, U,,ら CP

.= -i･ T7-p lとな送 られた1-ソルの位置がそのまま雲の TT動位 L.

って T ンがL-- は,3動べ クト′ ll日されるものであ り, LP 辻

ぎないとLZ : i号 ､ 定 してJiして,指定点を中心にあら/, 刃 旨

ある大 きさで画像を切 り出 し相互相関法に よる一､,,ナン

グ計算を行なって最終的なベ クトルを算出す るものであ

る｡

こ/巨んの機能の概略についてに.Smith(1975),詳 細

こつ いては Suom l r､1975)を参照 された い C ここで よ,

これらに記述 されていないオペ レーションま'IっE)につい

て述べたい｡

準備作業

甘 D MOM ;使用する画像をター ミナAD 又は か :'

ルのエ リアとフレーム (TV表示のための リフレッシュ

メモ リ) -転送する｡可視 と赤外の同一時刻の画像を裏

表の関係のあるフレーム-,連続する画像を連続するフ

レームに格納す る｡第 3表に DADに格納されている画

像ディレク トリとあるタ- ミナルのエ リ7-の転送後の

ディレク トリが示 されている｡ フレ-ムの画像のみあれ

ば TVス クリ-ン上で観察を した り,ル -7つさせた りで

きるが,あ とで計算 (マ ッチングをとった リ高度を求め

た り)するときに,エ リアのディジタルテ一夕にアクセ

スす るので,各 フレームに対応す るエ リアのデータは残

してお く必要がある｡ 

LZ) ループ境界の設定｡画像を格納 した フレームをム

-ど-として見るためその始点 と終点 フレ-ム番号を与

える｡ た とえば ▼LB 13▼とす ると 1から 3まで ル ー

プす る｡▼0▼命令により131か ら 133までノし-フす る様

に切替る｡ 

③ 速度 カ-ソルモ- ド (V-mode)の 設 定｡ 単 に 

▼Ⅴ▼キーをおすたけで第 3･4節て述べた Ⅴ-modeの

設定ができる｡ 

① SDS領域に WIND FILE の創生を行なう｡ フ

ァイル名は第 2表で示 した SSコ- ドと年およご:通算 E]

である｡ た とえば GMS (SSコ- ド12)の1980年 2月 

1日の場合は, ファイル名 ｢1280032｣ となる｡ 

⑤ 前項のファイル内のエ レメン トを指定する｡エ レ

メン ト名は第 1画像の時刻に決められてお りた と え ば

｢220200｣(22時 2分 0秒取得開始画像) とい うことに

なる｡ 

⑥ WINDCO システムの初itJJ化を行な･:一 .Iステム

の状態を表示 (CRT または ラインプリンタ) して確認

かできる｡第 4表に WINDCOシステ 1､つ上唇表示例を

示す｡ 

⑦ 品質管理に使用する聞値を与える｡こきつづ く 2

つのベ ク トル間の u一成分の差, V-成分しっiiiおよび雲頂

高度の変化である｡品質管理結果出 者結 ご′∵二いる情報:

の種類を表わすアルファベ ットで呼こよ JC M右てい / TPS

IH- クトルコ- 卜の情報 として椿細さ′ L /J '--3表)｡HI I),,E

ベク トル算出

を,追跡雲の選定 と追仇 第 1画像 (L]∴二風計算に

おける くA)画像) の画血で JSl二二･)｢- ソ′ンを追

跡 しようとす る雲の上に持 って行 く 'Å ' ;,缶 二よ りo :LT

第 2画像 くB画像)に変える｡JS2､二より｣;- ノルを追

跡雲上にお く｡ 先に Ⅴ-modeの指宅を しているので,

この操作はカーソノしの移動速度を =ットし,- こ とに な- ]=

る｡ したがって再び▼A▼キーをおせここ, Jj-ソルはお

おむね くC画像) 上の遺跡雲の 位置に fすけ る｡ くりj

返 し 'A'キ-をおす ことにより画面を ノンー フ させ て 
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第 4表 WINDCO 状態表示 

-ヰt MCIDA5 '･+ PI E PORH 工TT EMNL:02かI CUD:RX RGA:uSA TRIA 3 
U
p

INDCD/CLDHGT SYSTEM STATUS 
HETHOD UIS 

CLOUDHEIGHT FLAG H 
ESIAE EGTH 20TH 2 HC H) DFDNESl=UUUTMTDHIH(B) 0 EP20TIK(B 2CNIEC rH

DAY-N工GHTFLAG N
 
ALPHA 80
 

CASEFORCINGFLAG NO
 
TAR6ET SIZE 25 25
 

LAGSIZE 5 5
 
IO CO工IE B
 

TRACKING HETRIC LF
 
VETRPITR 42 IN LMN TM) 230
CO ONE 18 U-DEEET(IE 230


0UADRATIC INTERPDLATION
 
EARTH COORDINATES
 

URRRM PLOT OF OUALITY CONTROL FAILURE NO
 
URRRH PLDT OF FDUNDARY CDRRELAT工DN N口
 
URRRH VECTOR TYPE METEOR FLAGS
 
URRRH VECTORCOLORS LEVELl=RED 2=GREEN 3=YELL口U
 
8UALITYCONTROL STATUS


【AXIHUM ON D8uNDRY
 
REPROrlUCIH LITYTEST
 
VECTOR CRITERIA 占 占 1


風計算の処理中随時 この表示を CRT上に行ない, また ラインプ リンタに出力す ることがで

きる｡ 

CLOUD HEIGHT FLAG :Aは 自動 ,Mはマニュアル付加 

ESTIMATED HEIGHT:マニュアル 付加の とき有効で, 追跡を行なった ときここにセ ッ

トしてある高度が付加 され る｡ 

DAYINIGHT FLAG :N は Nightで可視画像が存在 しないことを示 している｡ 

TARGET SIZE:追跡す る雲画像 (テ ンプレー ト)の大 きさであ り,雲]貢高度を算出す ると

きの画像切出 しの大 きさである｡ 

LAG SIZE:雲の追跡のためテ ンプレー トを移動 させ る最大値｡ TARGET SIZE+(LAG 

SIZEx2)がサーチユ リアの大 きさとい うことになる｡ この場合は35｡ 

TRACKING METRIC:LPは相互相関法による追跡｡SPは シンダノしピク七ノL法 o 

VECTOR POINTER :現在までに算出された風べ ク トノしの数o 

WRRRM :風ペ グ ト/ )の名前｡ WrteRador edL等線画を表示す る リフレッシュメモ l i n nRa

RasterMemOryの略 ｡ 

VECTOR CRI A : ll差 と高覧差のチェック基準値｡ 一 ( S, 一 7 .うTERI 迂L: u成分 6m/) V斑:J ('

m/S),高度差 (100mb)のT憤｡ 
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第 5表 CPTSMIH ベ クトルコー ド 

H :高空識別 (風の高さ)

単位 mb/100 (1≦H≦9) 

H-0は高度未設定のときのみ使われ る 

Ⅰ:ベ クト ′しの良否 フラック
 

Ⅰ-0 QCを通過
 

Ⅰ-1 QC のいずれかの項 目で Failであるか,オペ レ-タが不良 と判断 した とき
 

M :て ソチングその他のエラーコ- ド 

M-0 -ラーな し

画像て ッチ /グェラーのときは 1を加える

て ッチ ングサーフェスの再現性エラーのときは 2を加える

オ- レークがエラーであると判断 した ときは 4を加える 

S :凪の場 v r)使煩の指標

現在は使わ/打ていないが,オペ レータが判断 した風の場の種類を与える 

T :ベ ク トノンのタイプ 

T-0 1つのベ クトルであることを示す｡ 平均べ クト/しとか 合成 さj lたベ ク トル等のような他のタ

イプが加えられたときには他の値をきめて与える｡ 

P:追跡法 

p-0 シングル ピクセル追跡 

P-1 ノ､ターン認識の方法による 

C:べ クトノンの座標系 

C-0 地球座標系 

C-1 画像座標系 

JS2の微調整を行な う｡移動位置の入力は Spaceキーに

より行なわれる｡く A画像)に しておいて Spaceキーを

おす ことに よりカーソルの位置が TVから CPUに送 ら

れ ると同時に画面が く B)に変 り, カーソルの色も白か

ら紫に変る｡2度 臼の Spaceキーに より く B)上の位置

が CPUに送 られると共にカーソルの大 きさは元にもど

る｡く B)く C)画像間の追跡 も同様に行なわれる｡4回 

Spaceキ-をおす ことによって, 3枚の画像から連続す

るベ ク トルが得られ ることになる｡

オペ レーシ ョン援助のための命令 

'DV' 算出されたベ クトノンの削除,高度の修正など

を行なう 

'H' カ-ソルの位置の雲の温度,高度が算出され 

CRT 上に表示 される｡ 

'Io' 算出されたベ ク トノ Lの一覧表(風向 ･風速等)

を CRTまたは ラインプ リンタに出力す る (節 

6表) 

'PV' 画像と重 点て算出風ベ ク トルを プ ロッ トす 
i一
 
t)I
 l'

'RD' 2つの連続する風ベ ク トルの u-成分, Ⅴ一成

分の速度差,高度差の ヒス トグラムを出力する 

(第16回)｡

雲頂高度と風の高度の算出法 

WINDCO システムでは,次の方法があ り,ひとつひ

とつ0 )- ク トルあるいは一群のベ ク トルに異なる方法を

オペ レータが任意に選んで与えることができる｡ 

a)自動的に算出する方法

赤外画像のみ,あるいは赤外 と可視の両画像によ り追

跡雲の位置の雲頂高度等 と凪の高度を 自動的 に 算 出 す

る｡ この方法の詳細については,次節に記述する｡ 

b)オペ レータが与える方法

これか ら雲移動量を測定す る一群の雲の高度をあらか

じめオペ レータが与える｡上に述べた 'H'命令によ り,

これ らの一群の雲あるいは周辺部の何 カ所かの高度を測

定 し,オペ レ-タの判断で与える高度を決めるO付加 さ

れている高度をあ とで修正することもできる｡

最後に,第 17図に McIDASによる風ベ ク トルの出力

例 (XY プロッタ)を示す｡ 
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第17図 McIDASで算出封 1た風べクトノLの XY プロッタ出力図㌔ FGGE の SOP期間 (特別

観測期間,新田等,1979参照) R本の GMS画像から SSEC が算出した風のデータをプロ

LT:79ットしたもの019 /･2月 7日 

*出力プログラムは,原形はカリフォルニア大学の R.L.

00Z の下層凪｡

erにより作成されたoNCkrPa -

AR で作成 したそれの改訂版 (Leeによる)を SSEC の E.A.Smith がさらに改訂 し

てウィスコンシン大学計算センターに acivUn lllO用に登録 したプログラムを使用 して

この出力図を得た. 
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(a) DAYTtME (ら) HIGHTTlME 

Fo IHLVLCOD FRL〔仙EECoDRHG EE LUs U L llLLuS
E二三三互]

一一Ti lt-｢｣oS仙 RMESTJM;トーーC｣〕ET&G

1C,FC1)DS･RccEトLTPtxEL

TB･Rh-lArETJE,FC,RS X1JlPL 

JrL ;TG-{ ■LT㌫TT ; ALTcて 

･PcJPRESSURELEVEL' 

;PCJPRESS〕RE LEVEL 

I A LLDTpTCOJ o

PC十 100MB iPBjPRESSURE LEvEL 
AT C｣〔)uD 3ASE

第 18図 McIDASにおける雲頂高度,雲底高度算出処理の流れ図 

(a e .4のときは, Jの 三を使) 昼間,すなわち可視画像が存在するときの処理流れ図｡射出率 ≧09 ==

って雲頂温度 Tcを求める｡ この場 合が Case2と呼ばれ, そ うでない場合は CasC4と呼こよれ

ている｡ 

(b) 夜間,すなわち赤外画像のごくでの処理流れ図｡この処理は昼間の Eの推定失敗の場 合と同 しく 

Case4と呼ばれている｡


なお Caselと Case3は現良 三使用されていない (システムか ら取除か,わた)｡
 

3.7 McIDASにおける雲頂高度の算出と風の高度の

与え方 

McIDASの凪計算 システム WINDCOに祖入込まれ

ている雲頂高度算出プログラムは CLDHGTと呼ばれて

いる｡ この操作は雲の移動量の測定 と二王別に独立 して行

ットについて行な うこともできる｡

雲頂高度算出の方法は第 18図の流れ図こ示 したが,堤

間には可視画像を使 って太陽高覧と衛星の方位角に よる

反射強度の補正 (NorTllalization)を行なった後 Optical 

thickness(光学路程)を算出,それから射出 率 を 求 め

る｡その射出率に より赤外画像から雲頂高度を求める｡

一万 0pticalthicknessから雲の Pb sicalthickness 

(ここでは実際の雲の厚 さ)を求めておき雲底高度を求

める｡後で述べる様に雲頂高度と雲底高度から風に付加

す る高度が決められる｡射出率の推定に失敗 した時は,

赤外の最 も低温の 1ピクセルか ら雲頂高度を求めるが,

その後の処理は同 じである｡

夜間には可視画像が得られないので赤外画像のみから

高度を求める｡ 上層雲に対 しては射出率 三-1.0として

最 も冷い ピクセルから雲頂高度を, それ より 100mb低

いところを雲底高度 とする｡ 下層雲に対 しては, ミニ1.0

として最 も冷い ピクセルと最 も暖い ピク七ノLか ､..,それ

ぞれ雲頂 と雲底高度を求める｡

いずれの場合でもオペ レータによるチェックが行なわ

れ,不良と判断 された場合は修正 され る｡詳細な処理に

ついては Mosher(1974)に記述 されているのでここで

は省略する｡以下は,また印刷物 となっていない部分で 

FredMosherか ら直接聞き出 したものである｡ 

a)風の高圧として何を採用するか

雲頂の高度や雲底の高空が,算出された凪の高度を必

第 7表 McIDASにおける風の高度の付加方法 

PT :雲頂の高度 (mb) 

PB :雲底の高度 (mb) 

Pw :付加 され る風の高Fi ( )l mb

PB>850mbのとき 

850mb≧PB≧200mbのとき 

200mb>PBのとき

Pw-PB 

pw-旦 芦 
P､Ⅴ-PT 

-119-



9METEOROLOGICAL SATELLITE CENTERTE CHNICAL NOTE NO･ MARCH 13, 18

らずLも表わ していないことは既に良く知られているこ

とである (Ha . 977;Ha re all,･tlse1,l 1tsere a, . 791 9; 

等を参照のこと)｡McDASでは第I17911ta. .,
Z-音

Hn te

7表に示す様に高空を付加しているOこれらは如何にも

ber

3o

3o

7

7

(

(

Tc≧2 K) 

Tc<2 K)

ikc
t
h ilpysca h を求めるのに使用 している｡誤差ncss

たたし β-1 7k6.

-β

1~m
便宜的方法と見受けられるが,現実に多くの追跡雲に簡

単に高覧を付加する方法として他に良い方法が無いとい m(1
67.1

1~

ったところであろう｡Mo 

は,それぞれこついての考え方は次の様である｡ 

hserに直接きいた と ころ で

pB>8

り,雲底高度の軌に流されるということは,上に述べた

0mbのとき :下層の積雲を追跡 した場合であ を5

は ±5 6とかなり大きいようである｡実験式を得たデ00,

文献その他の調査により認められている｡ タや誤差の検定の賃料はきちんとまとめられていなくて

-

≧PB≧200mbのとき :0mb58 層状雲を追跡 した場合 入手できなかった｡ 

が仮定されてお り,上下方向に運動量の交換が良く行な

われており,平均的な高さの即 こ流される｡ 4. 入手文献

200mb>PB のとき :じょう乱域以外の絹雲を追跡 し 滞在中に入手した文献 (別肌 コピ-等も含む)の一

た場合であ り,雲は絹雲の雲頂付近で形成され下方に流 覧表を什鍬 こ示すoこの中には,筆者が調査等に使用し

されるにしたがって鉛直シヤーによって美 しい形を作 り たものの他に,たまたま本庁や気象衛星センタ-の方々

出す｡ したがって雲は雲頂の風に流される｡ から資料の取得を 依頼された りしたた鋸 こ入手したも

Sikcn

画 無いものなどもある｡赤外 像で測定できるのは通常雲頂の高度である｡と

謝 辞ころが下層の積雲の追跡結果に付加する風の高度として

｡McDASIほ雲底高度が必要で あ る では可視画像から

b)雲の Ph, lt essの求め方 の,ごく一部であるが,SECで参照 しただけで手元にhisca
)


本報告書を発表するにあたって,筆者を快 く受入れて

Suo.rneSikcnhiyscaikcn算出された Op lt essから Ph lt ess くれました SEC の所長 Ve rE miは じめ研h

を求めて雲民高度を算出している｡これらの間の関係は 究者,技術者,職員の皆様に深 く感謝致 します｡いろい

itca

S

Fre

ろと相談に応 じ,討論の相手をし,S

動を終始援助して下さった dMohser

ECでの筆者の活

,計算横の使用ZOP-T

などで常にお手伝い頂いた ItronCarlNo ,McDAS タ

- ミナルのオペ レーションに関 して指導,援助 して下さただ L T : ikcnhicatop lt ess 

ikcn

r

hh ipysca

d itensy 

iern
sc


Z: lt ess 

P:

♂:att gcosss

oavung,.Tった J. Yo DeeC all,その他書ききれない程

多くの方々の協力を頂きましたことを特にここに記述 し

iontec 感謝の意を表明します｡ 

で表わされるOこのうち opは雲の種類等により変化す sfereRe mee

9:風計算,GMSシステム総合報告,Ⅱデ

ir

る｡下層の雲に対しては, 

Deme

4

7

8

9

2

9

-

浜田忠昭,1

ータ処理解説編 第 3章,気象衛星センター技術報告

特別号 Ⅱ ,昭和5年 3月O

浜田忠昭,1 0:静止気象衛星

1iajdn n( b969 )の TaleT の値,

人に対する値)

63.

Lm07.

67.

-

叩 -㌔-1 3k

(波長 1 0F

｢ひまわ り｣の画像から1~m

37の夙計算,天気,2,1

新田尚,1977:FGGE観測体系と研究計画の現状,天気, 

8.51-9

8.67-15,7

79

42

新田尚,1 9:最近の気象資料,Ⅱ特別観測資料 ･国際

を採用 している｡空港でのシーPメ-タによぎる雲 の:高

さ,厚さと衛星での観測値による2･3のチェックで,

(

この値が合理的なものであることが確かめられたという

Tc≧2 lerngci

. 

tgne

-36

tecro

6

69.ian
j
dn
ir

協力事業の資料,天気,2,4 466

Deme ,D,1 9:El ma c Sattことである｡この値は氷晶の存在 しないとき 37

ldoyh iperca

kr,

ooK)に採用される｡ 氷晶の存在する場合については, nS lP

高い雲頂を持っ雷雲について雲底が地上に達 していると New Yo

n

iserver

llik.

ircai ispersons

0.92p.p

,Ame n EI , 

W.C S ma,考えて経験的に βを与えた｡その結果, h kenF. .,
lser
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